
切
支
丹
数
名
合
字
鞍
及
南
鐙
人
総
鞍
に
就
て

文
準
博
士
演

日
司

?
・
ト
a
k
r

耕

作

ネ毎

原

末

ξ).l、
iロ

J者

Eコ

足

利

季

世

よ

り

徳

川

初

期

じ

が

、

げ

る

欧

洲

諸

国

ご

の

交

通

及

び

之

に

件

へ

る

切

支

丹

宗

の

弘

布

が

我

が

枇

曾

生

活

各

般

じ

及

ぼ

せ

る

影

響

の

鮮

少

な

ら

ざ

り

し

は

、

回

よ

り

之

を

想

察

す

る

に

難

か

ら

十

さ

雌

も

其

の
西
敢
に
閲
す
る
遺
物
は
破
壊
、
注
減
に
曾
し
て
之
を
今
日
に
侍
ふ
る
も
の
頗
る
竿
な
り
?
た

Y

南

盤

人

貿

易

岡
昇
風
ぱ
比
般
的
祉
に
多
く
遺
存
し
て
世
界
闘
扉
蹴
刊
の
類
さ
共
に
、
日
欧
交
通
を
示
す
可
き
好
資
料
ざ
し
て

早
〈
皐
者
の
注
意
を
惹
け
る
も
‘
調
度
器
具
の
類
仁
王
り
で
は
、
従
来
京
都
花
園
妙
心
主
吉
、
豊
後
直
入
郡
竹
田

町

中

川

神

枇

に

伸
、ふ

る

南

盤

寺

錦

、

名

古

屋

市

堀

江

清

足

氏

奮

臓

の

蒔

檎

螺

細

金

子

及

び

東

京

帝

室

博

物

館

所

蔵

の

蒔

檎

口

集

入

其

他

鍔

等

四

五

の

知

ら

れ

た

る

も

の

あ

る

に

過

ぎ

中

。

き

れ

ば

此

の

間

じ

あ

り

て

京

都

モ
ノ
グ
一
フ
ゐ

帝

国

大

串

丈

島
a

部

所

停

の

数

名

合

字

入

鞍

の

如

き

は

興

味

あ

る

遺

品

の

一

ざ

す

可

く

、

又

た

播

府

三

木

城

主

別

所

長

泊

所

用

ε
博
ふ
る
南
盗
人
緒
鞍
の
如
き
は
、
他
仁
東
京
帝
室
博
物
館
所
持
臓
の
練
鞍
及
び
凹
.
中
米
治
氏

沓
臓
の
鞍
鐙
一
具
等
の
類
品
な
き
ド
非
ざ
る
も
、
前
者
は
闘
様
稿
削
落
し
、
後
者
は
今
ま
其
の
行
衡
を
失
せ
る

切
支
丹
教
名
A
H
字
鞍
及
南
鐙
人
倫
鞍
に
就
い
て

ーヒ
ーヒ



絡

手』‘

に

よ

り

、

現

在

遺

品

中

最

も

著

し

き

一

例

ざ

し

て

見

る

可

き

な

り

。

此

等

は

皆

な

共

に

営

時

我

が

幽

民

の

趣

味

ーヒ
j司、

い
か
如
何
仁
外
国
の

事

物

仁

興

味

を

有

し

・

如

何

に

新

宗

数

仁

動

か

さ

れ

た

る

も

の

あ

る

か

を

.美

術

工

婆

の

作

品

じ

映

稜

せ

し

も

の

に

外

な

ら

令

。

今

ま

西

敢

闘

係

の

遺

物

を

記

遁

報

告

せ

ら

る

、

を

機

ざ

し

、

此

の

雨

筒

の

鞍
に
就
き
て
記
す
所
色
町
ら
む
。

【註】
(

1

)

(
2〉

南
崎
町
人
貿
易
闘
爆
風
の
今
主
体
ふ
る
主
な
る
も
の
帝
室
の
御
物
を

は
じ
め
左
の
敏
駐
あ
り
。

一
、
京
都
矢
代
仁
兵
衛
氏
蔵
一
一
、
例
馬
河
本
重
利
氏
蔵

=
一
、
山
形
佐
藤
義
則
氏
滋
閥
、
東
京
阜
市
安
博
物
館
減

五
、
山
形
佐
伯
正
悌
氏
歳
六
、
宮
山
吉
野
幸
次
郎
氏
蔵

品
市
室
御
物
の
扉
胤
絡
は
、
大
日
本
史
料
第
十
二
編
の
十
三
に
こ
れ

を
載
せ
、
山
形
佐
伯
氏
の
遣
問
聞
の
潟
山
県
ま
た
奥
撃
雑
誌
第
十
編
に

牧
む
、
今
ま
第
三
闘
に
鞍
の
闘
と
の
比
較
と
し
て
京
都
帝
国
大
風
平

交
製
部
に
保
管
せ
る
河
木
氏
所
繊
の
一
部
を
掛
刺
せ
た
り
。
此
の
種

の
扉
風
絡
に
闘
す
る
詑
辿
各
事
に
散
見
せ
る
も
、
中
に
就

ν
て
全

般
に
百
一
る
は
ヨ
セ
7

、
タ
ー
ル

7

y
氏
の
「
日
本
檎
蓄
に
現
れ
た

る
日
猷
交
遁
の
初
期
入
奥
聞
学
雑
誌
第
三
十
凶
編
第
一
税
)
及
び
同

氏
の
他
著
(
本
品
川
英
女
側
、
第
二

O
頁
註
参
照
)
を
数
ふ
可
き
な

ら
ん
c

世
外
国
爆
風
に
就
い
て
は
牧
野
信
之
助
君
の
「
世
外
岡
扉
風
考
』

(
畿
支
第
八
年
第
九
続
、
あ
り
、
今
ま
其
の
遺
ロ
聞
の
主
要
な
る
も
の

を
事
円
、
れ
ば
次
の
知
し
。

一
、
越
前
一
一利
弁
掲
げ
徳
寺
議

二
、
若
狭
小
指
畑
町
河
村
卒
右
衛
門
氏
裁

三
、
若
狭
遠
敷
郡
変
心
寺
裁

問
、
能
登
瓜
妻
郡
紙
持
寺
別
院
議

(

け

け

〉

五
、
東
京
落
合
氏
成

六
、
東
京
北
村
数
厳
氏
蔵

七
・
東
京
佐
藤
里
治
氏
歳

春
光
院
所
裁
の
南
脚
質
鋭
に
就
い
て
は
山
脇
島
誠
君
の
『
南
闘
賞
守
の

遺
鎚
」
(
考
古
田
介
信
用
一

一線
第
一
成
)
高
橋
健
自
君
の
「
南
出
攻
守
鐙
」
(
同

誌
第
五
一
編
第
十
二
競
)
新
村
尚
の
「
切
支
丹
宗
の
遺
物
」
(
照
由
民
と

地
理
第
一
容
第
凶
競
)
其
他
閥
係
の
記
事
多
し
。
な
ほ
本
冊
「
補

遺
」
参
照
。

中
川
紳
祉
の
南
盤
鋭
に
就
で
は
「
考
古
界
」
第
宍
編
の
一
に
「
南
出
攻

守
鎮
の
穎
ロ
叩
」
と
題
し
て
T
-
M
生
氏
の
考
説
あ

p
q考
古
接
合
創

立
二
十
五
年
託
鳥
山
間
集
に
其
の
潟
民
を
取
め
、
主
た
同
合
同
雑
誌
第

十
品
位
の
十
に
三
宅
博
士
の
解
説
を
載
す
。
銭
は
吉
岡
さ
約
凶
尺
口
径

約
二
尺
五
寸
あ
り
、

mrgrv目
。
問
。
e
u
M
L

】

O
-
凶
の
組問
銘
を
存

す。
此
の
食
子
に
就
い
て
は
新
村
出
の
「
京
都
南
出
留
守
興
腹
考
」
(
市
民
林

第
三
港
第
三
披
所
掲
)
に
其
の
潟
山
県
を
載
せ
解
説
を
附
し
た
り
、

参
照
す
可
し
。
(
第
十
T

丸
岡
)

口
婆
入
二
個
あ
り
、
品
世
に
木
製
黒
漆
塗
に
て
一
は
高
さ

〕
ロ
ハ
五
寸

傾
九
寸
六
分
、
口
は
会
銅
製
な
り
。
色
漆
に
し
て
甫
侵
入
の
像
を

繍
〈
。
(
第
十
三
岡
〉
其
の
二
は
丸
形
を
な
し
高
さ
六
寸
五
分
、
径
五

寸
五
分
、
厚
一
寸
五
分
あ
り
、
親
町
駅
は
鹿
角
製
な
り
。
と
れ
又

(
4〉

(

5

)

 

(

H

)

 



(
7
)
 

表
裏
に
色
蒔
倫
を
施
し
、
南
縫
人
の
闘
を
見
る
。
(
第
十
三
闘
)
雨

者
共
に
オ
ツ
ト
l
、
キ
ユ
ン
d

ル
氏
の
蒐
集
ロ
聞
に
し
て
明
治
四
十

年
間
品
聞
に
寄
贈
せ
る
者
な
り
と
一
五
ん
(
後
藤
守
一
君
に
擦
る
)

鍔
の
類
に
南
鎚
人
関
係
の
岡
僚
を
表
は
せ
る
も
の
L

存
す
る
こ
と

は
夙
に
一
部
人
士
の
法
意
に
上
れ
り
。
其
の
遺
品
少
か
、
b
ざ
る
が

知
く
故
利
回
維
凶
郎
君
、
関
係
之
捌
君
の
歳
ロ
聞
は
其
の
僅
に
一
二

の
例
な
り
。
導
通
猷
字
を
印
せ
る
も
の
主
な
る
も
、
中
に
は
南
瞥
般

を
拙
け
る
遺
品
の
海
外
に
博
へ
ら
れ
て
存
せ
る
も
の
、
前
年
新
村

出
氏
が
巴
里
ユ

1
メ

1
等

の
博
物
館
に
蝿
目
せ
し
事
あ
り
。

此
の
鞍
は
明
治
六
年
調
停
宣
慕
伯
の
同
館
に
寄
贈
せ
し
も
の
に
て
、

〈

9
〉

前
後
輪
木
除
草
着
柑
、
朱
漆
色
に
岡
崎
銅
蒔
絡
を
以
て
前
後
輪
北
ハ
各

三
人
の
人
物
を
表
し
線
及
び
内
面
に
青
貝
を
入
れ
た
り
(
第
十
一

回
)
前
輪
右
方
人
物
の
手
に
せ
る
青
貝
の
谷
物
形
の
上
に
「
無
二

O

在
時
夢
7
」
の
女
字
を
現
は
せ
り
，
戦
の
大
き
前
輪
高
八
寸
八
分
、

後
輪
高
九
寸
六
分
、
居
木
の
乗
問
の
長
さ
一
円
八
二
寸
七
分
あ
り
。

関
保
之
幼
君
の
賀
凡
談
に
依
る
に
、
此
鞍
は
水
干
鞍
に
し
て
鋒
を

も
具
備
し
、
朱
総
一
地
に
出
問
時
政
人
絡
を
描
け
る
精
巧
な
る
遺
品
な
り

し
と
一
疋
ふ。

前
年
問
中
氏
よ
り
一
度
東
氏
の
手
に
移
り
し
こ
と
を

知
る
も
、
後
散
侠
し
て
今
ま
所
夜
明
な
ら
ず
。

(
8
)
 

切
支
丹
数
名
人
口
字
鞍

〔
闘
版
第
二
六

l
z
九
、
三
乙

此
鞍
は
大
正
一
冗
年
の
頃
偶
然
京
都
に
於
て
接
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
係
り
、
所
謂
水
干
鞍
通
用
の
式
を
襲

ひ
前
後
雨
輸
さ
も
外
面
に
肉
取
り
の
海
を
表
は
せ
り
。
大
き
前
輸
の
高
九
寸
四
八
マ
後
輪
一
尺
五
分
、
同
馬
挟
の

幅
一
尺
依
居
木
の
長
亦
た
之
さ
相
若
く
。
(
鯛
…
燃
阿
佐
川
)
其
の
貯
ポ
さ
膚
付
を
除
く
の
外
悉
く
黒
漆
を
以
て
塗
り
、

輪
蓮
ひ
模
様
を
金
蒔
緒
ご
し
前
輸
さ
後
輸
の
山
形
の
外
面
、
中
央
海
よ
り
磯
に
豆

h
J
f羅
馬

字

の

印

章

ご

紋

章
各
一
簡
を
描
く
。
居
木
の
雨
先
き
さ
、
前
後
雨
輸
の
縁
芝
、
国
形
紋
所
の
内
部
さ
は
金
梨
地
を
蒔
け
り
此
の
中

輪
違
模
様
は
.
居
木
の
表
面
さ
雨
輸
の
内
側
さ
は
乗
用
の
矯
め
多
く
隣
消
せ
る
も
、
両
輪
外
側
の
模
杭
は
殆
ざ

完
存
せ
る
を
見
る
。
羅
馬
字
印
章
の
紋
所
は
、
F

R

C

O
の

四

字

を

合

せ

た

る

合

字
(
2
8
0
m
g
g
)
に
し
て
説
中

F

R

二

字

は

相

結

合

し

て

一
宇
を
な
せ
り
。
(
一
昨
)
其
の
フ
ラ

ン

ジ

ス

コ(吋

H
P
E
Z。
)
な
る
数
名
の
略
な
る
こ
さ
云

ふ
を
侠
た
や
。
乃
も
知
る
、
此
の
鞍
が
営
時
プ
ラ

ユ/

シ

-̂ 

コ
の
数
名
ゐ
る
信
徒
の
勝
士
が
乗
用
じ
供
し
た
る
も

切
支
丹
叙
名
Aaw
字
鞍
及
雨
時
蛍
人
檎
鞍
に
就
い
て

七
九



切
支
汁
数
名
合
学
戦

i¥.. 
o 

の
な
る
・
』
さ
を
、而

か

も

或

は

之

を

以

て

常

時

の

致

徒

大

名

さ

し

て

使

節

を

羅

馬

仁

淑

し

最

も

有

名

な

る

か

の
豊
後
の
大
友
宗
麟
(
義
鎖
)
が
、
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
の
数
名
あ
り
、
且
つ
之

さ
同

一
の
印
章
(
明
断
)
を
川
ゐ
し
よ
り
、
其
の
所
用
の
も
の
さ
な
さ
ん

ど
す
る
も
の
鮮
か
ら
十
。
こ
れ
頗
る
興
味
あ
る
想
像
設
た
る
可
き
も
、

自II

輸

(匝!六十第)

他

に

之

を

読

明

す

る

の

資

料

何

等

存

す

る

こ

さ

無

し

。

営

時

間

よ

り

同

名

の

数

徒

宗

麟

一

人

に

し

て

止

ま

ら

ざ

り

し

ゃ

云

ム

迄

も

な

く

( F'ig.16) 

(ーノ分二)掌紋鞍字合名数丹支切

従

っ

て

彼

闘

の

合

字

を

襲

用

し

て

同

一

の

紋

章

を

な

す

に

至

る

こ

さ
あ
有
り
得
可
き
こ
さ
に
属
す
。
此
の
鞍
の
制
作
を
見
る
に
、
開
保
之

助

氏

は

所

謂

水

干

鞍

の

様

式

指

草

の

上

よ

り

し

て

、

之

を

足

利

末

期

の

も

の

さ

す

る

よ

り

も

、

寧

ろ

徳

川

初

期

の

も

の

さ

す

乙

の

遁

嘗

な

る
も
の
な
、
り
さ
せ
り
。
さ
れ
ば
宗
麟
所
用
の
想
像
設
は
盆
々
薄
弱
な

る
を
魔
ゆ
る
の
外
な
し
。
た

Y

此

の

鞍

を

費

し

た

左

商

人

の

侍

ふ

る

所
じ
従
へ
ば
、
九
州
地
方
よ
り
獲
た
る
も
の
な
り
さ
せ
る
は
、
多
少
注

意

す

る

に

値

せ

ん

右

方

居

木

の

力

革

孔

の

裏

面

瀧

口

に

は

、

墨

書

に

後

て
第
十
八
固
仁
示
す
が
如
・
き
鞍
工
の
華
押
を
描
く
。
其
の
何
人
の
も

の

な

る

や

に

就

き

て

は

調

査

を

重

ね

し

も

之

を

明

じ

す

る

争

得

、

ざ

り

き

。

但

だ

其

の

華

押

の

様

式

を

多

く

の

鞍

工

の

そ

れ

の

建

一

過

ご

劉

比

し

て

寛

永

前

後

の

も

の

に

近

き

も

の

あ
り
さ
云
ふ
事
者
あ
る
も
、
固
よ
り
切
支
丹
厳
禁
以
後
に
於
い
て
、
か
、
る
西
数
所
縁
の
紋
章
を
鞍
の
如
き
一
公



宗
麟
は
フ
ラ
ン
ジ
A

コ
、
ザ
グ
イ
エ

I
の
記
念
と
し
て
、
其
の
数
名

を
制
捜
ひ
、
一
五
況
八
年
受
洗
せ
り

O
(
m
z
w
Zコ
4
2
5
め
一
三
A
Vロ

巴
包

E
1
2・M
M

・
5
∞
等
参
照
)
替
市
十
七
聞
に
示
し
た
る
宗
麟
の
印

章
は
、
大
分
間
鵬
首
平
野
交
量
一
自
に
見
え
た
る
悶
殺
の
名
の
下
に
あ
る
を

潟
せ

p
。
(
印
章
和
構
築
〉

水
干
鞍
の
起
源
は
、
古
く
鎌
倉
以
前
に
湖
る
可
〈
、
も
と
喪
服
の
水

干
鍵
来
の
時
に
用
ゐ
し
よ
り
其
の
名
を
得
た
る
も
、
製
作
の
筒
似

は
一
般
の
乗
用
に
遁
し
鴛
に
足
利
時
代
よ
り
寧
鞍
を
用
ゐ
る
場
合

(Fig・ ]7)

困じ十第

章印麟EF友大

園八十第

押準工鞍鞍名数丹支切

衆

の

目

仁

鯛

る

可

き

器

物

の

装

飾

仁

用

ゐ

る

こ

さ

あ

る

可

き

に

非

ざ

れ

ば

、

少

く

さ

も

慶

長

項

或

は

寛

永

以

前

未

だ

西

殺

の

日

公

仁

行

は

れ

た

る

頃

の

も

の

さ

す

る

の

外

な

か

る

可

し

。

き

れ

ば

た

さ

ひ

宗

麟

所

用

の

も

の

さ

す

る

こ

さ

様

な

し

さ

雄

も

、

切

支

丹

数

名

の

合

字

を

其

の

催

紋

所

の

如

く

用

ゐ

て

而

か
も
其
の
固
形
の
外
輸
を
.
輪
遠
の
紋
様
さ
巧
に
配
合
し
て
、
何
等
の
不
調
和

を
見
守
、
外
図
趣
味
を
面
白
く
稜
揮
し
た
る
此
の
西
数
徒
の
鞍
は
、
直
接
宗
数

関

係

の

遺

物

以

外

に

於

て

西

数

の

影

響

を

示

せ

る

営

時

の

遺

品

ざ

し

て

最

有も

さ珍

なら

るし
(3) 当

も

の、
一
な
る
可
し
。
此
の
鞍
今
ま
京
都
帝
国
大
串
文
皐
部
の

(
0
0
)
 

も
、
之
を
以
て
代
ゅ
に
至
れ
り
。
徳
川
時
代
に
入
り
て
上
下
悉
〈
此

の
式
に
依
る
に
亙
れ
る
こ
と
遺
物
の
土
よ
り
之
を
徴
す
可
し
と
云

ふ
。
(
関
保
之
助
氏
談
)

鞍
の
各
部
位
の
名
勝
印
刷
工
人
・
馬
具
屋
、
馬
術
師
に
よ
り
、
叉
た
時

代
に
よ
り
多
少
の
相
違
あ
る
も
、
徳
川
初
矧
に
於
け
る
遁
用
の
も

の
、
今
玄
関
保
之
助
君
の
一
京
教
を
得
て
、
之
を
図
版
第
三
一
鞍
貸

測
岡
上
に
鼠
色
字
を
以
て
設
託
し
て
、
識
者
に
鋭
せ
り
。

(Fig. ]8) 

南

鐙

人

鎗

鞍

〔
闘
版
第
二
八
l
二一

O
、
2
・
:
ゴ
コ
己

此

の

鞍

亦

た

水

干

鞍

な

る

こ

さ

前

者

さ

同

一

な

る

門

誌

〕

(
1〉

(

2

)

 

も
、
前
後
雨
輸
の
外
商
を
卒
に
倒
れ
る
所
謂
「
海
無
し
」
な

る
を
殊
な
れ
り
ざ
す
。
全
部
暗
き
朱
漆
を
以
て
塗
り
、
雨
輸
の
縁
は
金
梨
地
ざ
し
.
其
の
表
面
を
除
f
、
の
外
は
、
黒

漆
を
以
て
樫
花
散
し
の
模
様
を
描
け
る
が
花
携
の
各
縁
は
金
粉
を
以
て
描
ー
さ
起
せ
り
。
但
し
今
ま
居
木
の
表

切
支
丹
数
名
合
学
鞍
及
南
出
世
人
給
鞍
に
就
い
て

/¥、



南

護

人

総

鞍

八

面
は
山
加
減
し
て
殆
ざ
之
を
残
存
せ
や
。
前
後
雨
輸
の
表
面
に
は
同
じ
く
黒
漆
を
以
て
南
盤
人
の
闘
を
描
き
た

り
。
前
輸
の
左
遣
は
勝
消
し
て
分
明
な
ら
ざ
る
も
、
帽
を
手
に
せ
る
一
人
下
方
に
立
て
る
も

の

、
如
く
・
其
の
上

方
に
二
人
の
奴
ゐ
り
。
一
人
は
日
傘
を
手
仁
し
て
之
を
右
方
に
瀦
せ
り
。
右
遁
に
は
二
人
あ
り
て
、
上
方
じ
は
帽

を
戴
き
、
駅
伝
を
著
け
た
る
も
の
あ
り
。
其
の
下
方
に
帽
を
脱
し
て
手
仁
せ
る
も
の
立
て
り
。
(
齢
版
寸
)
次
に
後
輸

は
其
の
岡
稿
々
明
か
に
残
れ
る
が
、
傘
を
手
に
し
た
ろ
奴
右
方
上
部
に
あ
り
、
業
の
下
方
に
帽
を
裁
き
外
套
を

纏
へ
る
も
の
、
外
套
な
く
し
て
柑
を
手
に
執
れ
る
も
の
あ
り
。
左
方
亦
同
様
の
二
人
あ
り
.
k
y
下

方

の

も

の

亦

帽

を

戴

け

る

を

殊

に

す

二

奴

ゐ

b
。
雨
者
の
閉
じ
描
か
れ
た
る
を
見
る
。
(
齢
版
ゴ
)
此
等
の
人
物
は
其
奴
を
示
し

た
る
も
の
を
除
き
て
、
皆
な
鯛
を
侃
し
或
は
頭
よ
り
胸
に
飾
鎖
を
垂
れ
、
或
は
頭
部
じ
は
大
な
る
倣
領
(
コ

-5
を

著
け
、
尖
頭
帽
を
戴
き
、寛
澗
な
る
袴
を
穿
も
た
る
、
業
の
寓
賓
の
・
貼
に
於
い
て
幾
分
の
不
正
確
は
あ
れ
、
第
十
七

世

紀

西

欧

の

風

俗

を

示

せ

る

も

の

に

他

な

ら

ぎ

る

無

し

。

其

外

套

を

著

げ

た

る

も

の

は

高

位

の

も

の

な

る

可

〈
、奴

は

黒

奴

た

る

可

き

こ

さ

は

、

世

間

往

々

見

る

監

の

南

蜜

人

貿

易

国

界

風

中

の

そ

れ

さ

封

比

し

て

之

を

知

る
可
し
。
只
黒
奴
も
隆
鼻
の
面
相
さ
せ
る
は
如
何
に
や
。
又
各
人
物
傘
等
の
輪
廓
に
は
金
線
を
以
て
隈
取
り
た

る
も
の
あ
り
。
是
れ
童
上
慮
々
掻
落
し
の
痕
あ
り
て
、
後
世
金
を
削
り
去
ら
ん
さ
試
み
ら
れ
し
所
以
な
る
可
し
.

此
の
闘
は
上
記
野
風
間
中
の
形
相
さ
酷
似
し
、
其
の
外
套
を
著
し
・太
き
袴
を
穿
も
、
黒
奴
を
し
て
傘
を
臨
摘
さ

し

め

た

る

又

た

其

の

誇

張

せ

ら

れ

た

る

隆

鼻

の

面

相

な

ざ

は

、

殆

ざ

廃

風

闘

中

の

一

段

を

借

り

来

れ

る

か

の

戚

を

起

会

し

む

る

も

の

あ

り

。

き

れ

ば

此

等

解

風

闘

の

如

き

構

闘

の

費

生

出

現

し

た

る

さ

同

時

‘若
し
く
は
、
其

の

以

後

に

於

い

て

之

を

鞍

橋

仁

藤

周

せ

る

も

の

さ

考

ふ

可

き

な

り

。

而

か

も

之

を

鞍

橋

の

如

き

特

殊

の

丞

問

に
感
用
し
て
、
布
置
頗
る
宜
し
き
を
得
、
何
等
無
用
の
間
際
を
残
さ
し
め
歩
、
雨
輸
の
間
多
少
の
鐙
化
を
構
岡
上



に
示
し
た
る
等
賞
讃
に
値
ひ
す
。
聞
は
恐
ら
く
葡
萄
牙
商
人
の
威
容
を
現
は
し
た
る
も
の
な
る
可
き
こ
さ
は
、

か
の
扉
風
闘
に
於
け
る
が
如
し
。
今
ま
此
等
扉
風
園
の
一
例
ざ
し
て
、
京
都
帝
国
大
串
に
寄
托
せ
ら
れ
た
る
但

馬
河
本
氏
の
寂
奔
中
よ
り
一
段
を
抄
し
て
、
其
の
類
似
の
著
し
き
を
示
さ
む
，
(
嶋
断
)

此
の
鞍
左
方
居
木
裏
、
力
草
通
し
の
瀧
口
に
「
天
文
七
年
二
月
旦
な
る
二
行
の
刻
銘
あ

b
、
右
方
の
同
じ
瀧

口
仁
鞍
工
の
華
押
を
刻
し
、
又
た
前
輪
左
方
切
組
の
内
面
ざ
、
後
輪
右
方
切
組
の
上
に
も
同
じ
華
押
を
刻
せ
る

を
見
る
。
(
調
味
借
用
)
そ
の
誰
人
な
る
や
は
幸
に
閥
保
之
助
氏
に
よ
り
て
之
を
確
む
る
こ
さ
を
得
た
り
。
卸
も
「
鞍
鐙

作
者
系
闘
」
(
鵡
)
に
右
さ
同
一
の
華
押
を
描
き
て
。

「
千
秋
駿
河
守
高
末
在
判
年
競
旋
法
の
こ
さ
く
な
り
。
此
細
工
回
合
目
利
は
伊
勢
衣
郎
貞
茂
吉
極
、
是
全
く
ひ

が
ご
ざ
な
り
、
千
秋
氏
出
所
鐙
嬢
正
敷
も
の
に
此
判
あ
り
、
時
代
永
正
天
文
之
頃
」

年
さ
あ
る

さ
記
し
て
千
秋
駿
河
守
高
末
の
そ
れ
な
る
を
知
る
。
而
し
て
該
記
事
じ
依
る
じ
彼
の
時
代
は
ま
さ
に
天
文
七

一
方
の
刻
銘
さ
相
膳
じ
て
、
本
鞍
の
製
作
年
代
を
明
読
す
る
も
の
な
り
叫
恒

L
此

の

年

代

は

そ

の

上

に
描
か
れ
し
圃
様
の
葡
萄
牙
人
が
は
じ
め
て
種
子
ケ
島
に
漂
著
せ
る
天
文
十
二
年
(
西
紀
一
五
四
三
)
に
先
?

る
こ
さ
五
年
な
る
は
頗
る
解
し
難
し
さ
な
す
。
而
か
も
此
の
刻
銘
は
葉
の
手
法
よ
り
し
て
決
し
て
鞍
の
製
作

後
仁
加
へ
ら
れ
た
り
ざ
す
る
能
は
や
。
き
り
を
て
此
の
刻
銘
の
み
を
以
て
巳
に
考
定
せ
ら
れ
た
る
葡
萄
牙
人

初
来
の
年
代
を
改
め
て
.
更
に
古
く
遡
ら
し
む
る
は
未
だ
吾
人
の
鰭
諾
す
る
所
な
り
。
き
れ
ば
此
の
鞍
或
は
一
作

鞍
目
巧
書
」
中
仁
所
謂
鷲
鞍
ざ
し
て
「
古
作
之
判
形
仕
懸
ヶ
古
A

カ

シ

タ

と

模

古

の

鞍

の

慶

長

頃

仁

諮

ら

れ

し

も
の
に
し
て
、
鞍
の
製
作
さ
園
様
さ
を
同
時
の
も
の
さ
す
ぺ
き
に
あ
ら
ぎ
る
か
を
思
は
し
む
る
も
、
而
も
鞍
の

制

は

前

の

切

支

丹

合

宇

鞍

の

そ

れ

仁

比

し

て

古

制

に

し

て

足

利

末

期

の

も

の

さ

認

む

ぺ

し

さ

は

闘

氏

の

云

切
支
丹
数
名
合
学
鞍
及
南
盤
人
倫
相
殺
に
就
い
て

i¥ 



南

人

鞍

ふ
慮
判
形
ま
た
こ
れ
を
後
代
の
寓
し
さ
は
解
し
難
き
も
の
あ
り
。
従
っ
て
此
の
鞍
は
本
来
聞
記
漆
の
素
地
な
り

八.

l引

総

M 

し

を

其

の

製

作

後

年

を

経

て

慶

長

頃

新

に

其

の

所

有

者

が

営

時

の

好

尚

な

る

南

蜜

人

尻

風

聞

の

如

き

も

の

よ

り

意

匠

を

収

り

来

り

て

之

を

描

き

た

り

ざ

す

る

を

営

れ

り

さ

せ

む

か

。

開

氏

に

従

へ

ば

此

の

如

き

こ

さ

亦

た
鞍
の
檎
に
往
々
見
受
く
る
蕗
な
り
ど
云
ふ
・
。

鞍

は

前

輪

高

さ

九

寸

徐

同

洲

演

形

よ

り

山

形

に

至

る

高

さ

二

寸

二

分

、

馬

挟

の

幅

一

尺

O
六

分
.後

輸

の

高

さ
九
寸
三
分
、
同
馬
挟
の
幅
一
尺
二
寸
三
分
、
居
木
の
乗
聞
の
長
さ
約
一
尺
あ
り
。
侍
じ
此
の
鞍
播
府
三
木
の
城

主

別

所

長

泊

所

用

の

も

の

さ

云

へ

り

。

長

治

は

赤

松

氏

に

出

で

初

め

織

田

信

長

に

属

せ

し

が

後

毛

利

氏

に

附

し
て
三
木
城
じ
操
り
、
秀
吉
に
抗
し
て
天
正
八
年
疋
月
途
に
自
殺
せ
り
。
此
の
鞍
を
侍
へ
た
る
明
石
村
の
秦
柴

太
郎
氏
は
、
彼
の
後
脅
さ
稀
し
鞍
の
年
代
ま
た
相
合
ふ
が
如
く
見
ゆ
。
さ
れ
ど
」
他
に
宜
(
の
所
停
を
確
諾
す
る
資

料
は
之
を
快
く
，
此
の
鞍
今
ま
秦
氏
よ
り
兵
庫
牒
一
臓
住
尋
常
小
準
校
に
寄
贈
せ
ら
れ
、
同
校
の
有
に
蹄
す
。

【註】
(
1〉

此
の
花
押
に
就
い
て
は
別
に
曾
下
山
人
漏
出
郎
潜
次
郎
氏
の
考
設
あ

り
。
大
tr.
九
年
六
月
廿
=
一日
大
阪
毎
日
新
聞
兵
庫
附
録
に
見
ゅ
。

其
の
要
領
次
の
知
し
。

「
花
抑
に
よ
る
と
荒
木
志
摩
守
元
清
安
志
の
作
に
相
違
な
い
。
安

志
は
大
坪
流
体
統
の
鞍
作
で
、
常
流
祖
先
は
高
麗
人
光
月
官
人

と
V

ひ
、
小
笠
附
郎
、
へ
肱
師
、
鹿
島
の
家
に
体
は
り
、
足
利
義
痛

の
馬
術
師
範
大
坪
式
部
大
帥
抑
制
道
、
此
人
の
弟
子
凶
人
あ
り
、
子

息
村
上
加
賀
守
氷
幸
市
加
藤
備
制
守
芳
蓮
、
内
藤
友
金
吾
、
鹿

島
甘
端
、
大
坪
笛
品
川
の
巾
興
は
務
藤
安
饗
守
好
玄
此
人
に
五
人

の
弟
子
あ

p
。
佐
々
木
左
京
大
夫
承
砧
帆
、
細
川
左
衛
門
苑
〈
熊

本
侯
)
上
倒
但
馬
守
重
秀
(
阿
州
侯
〉
荒
木
志
摩
守
元
請
(
信
長

脱
水
)
一
柳
保
莱
(
断
絶
〉
旋
木
志
摩
守
元
清
は
庇
木
村
重
の
伯
尖

に
蛍
る
花
阪
の
城
主
な
り
。
戦
作
の
秘
方
は
子
十
郎
左
衛
門
元

政
、
市
税
彦
削
郎
出
腕
布
、
荒
木
輿
十
郎
に
縛
へ
、
市
森
彦
凶
郎

〈

2
)

藤
長
ま
で
皆
待
相
練
せ
し
な
り
.
(
「
明
石
押
部
谷
の
奥
股
」
の
一

部
抜
1
4
)

亭
保
五
年
武
藤
浦
地
元
編
「
伶
鞍
目
巧
書
」
に

一
、
移
し
鞍
と
て
古
作
の
寸
法
少
も
不
逮
様
に
作
り
、
年
務
月

日
計
に
て
剣
形
無
之
を
諜
打
と
云
也
・
若
古
作
の
剣
形
仕
懸
け

古
は
か
し
た
る
を
驚
紋
と
云
也
」
と
あ
り
。

詮
山
に
引
け
る
同
じ
「
明
石
押
部
谷
の
奥
践
」
叩
に
此
の
鞍
の
傍
来

を
記
し
て
、
も
と
こ
れ
を
蔵
せ
る
奏
家
に
就
い
て
、
四
村
の
秦
祭

太
郎
氏
の
家
は
=
一
木
の
別
所
氏
の
来
事
問
で
あ
る
こ
と
は
同
家
侍
来

の
系
掴
に
よ
っ
て
立
汲
な
も
の
で
あ
る
。
天
正
八
年
正
月
三
木
落

城
の
際
に
、
長
品
川
の
一
子
三
歳
に
な
る
男
子
を
作
州
側
山
へ
落
し

成
長
し
て
元
秀
と
名
乗
り
、
所
縁
を
係
り
此
地
に
来
り
秦
と
吹
性

し
て
蹄
農
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
云
へ
り

(

3

)

 


